
市民が集う学びの場
「まなびすと久喜」

　２月２日㈯・３日㈰、中央公民館
で「生涯学習推進大会　まなびすと
久喜」が開催されました。
　日ごろの学習活動の成果を発表し
た皆さんの一生懸命な姿に、たくさ
んの拍手が送られていました。
（写真はゆうゆうプラザのくきっ子・
本町っ子のよさこいの様子）
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……………10
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●災害への備えは万全ですか
●平成25年度市民活動推進補助金事業を
　　　　　　　　　　　　　　　募集します
●しみん農園の新規利用者を募集します
●集合狂犬病予防注射実施のお知らせ
●ＮＨＫ公開収録
　　　　「ごきげん歌謡笑劇団」観覧募集

主 な 内 容
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大
規
模
な
災
害
が
発
生
し
た
と
き
に
は
、

電
気
や
ガ
ス
、
水
道
な
ど
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン

が
止
ま
っ
て
し
ま
う
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
が
止
ま
っ
て
し
ま
う
と
、

水
や
食
料
な
ど
の
救
援
物
資
が
手
元
に
届
く

の
は
一
般
的
に
３
日
後
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
い
ざ
と
い
う
と
き
に
備
え
て
非
常
持
出

品
や
備
蓄
品
を
あ
ら
か
じ
め
用
意
し
て
お
き

ま
し
ょ
う
。

　

非
常
持
出
品
は
、
災
害
が
発
生
し
て
避
難

す
る
と
き
に
最
初
に
用
意
す
る
も
の
で
、
備

蓄
品
は
災
害
復
旧
ま
で
の
最
低
３
日
間
生
活

で
き
る
よ
う
に
準
備
し
て
お
く
も
の
で
す
。

　

非
常
持
出
品
、
備
蓄
品
は
３
ペ
ー
ジ
の

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
を
参
考
に
し
て
く
だ
さ

い
。

　

ほ
か
に
も
、
助
け
を
呼
ぶ
た
め
の
笛
、
食

事
の
際
に
使
用
す
る
ウ
エ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
、

食
品
包
装
用
ラ
ッ
プ
フ
ィ
ル
ム
、
ア
ル
ミ
ホ

イ
ル
な
ど
が
あ
る
と
便
利
で
す
。

必
要
な
も
の
を
備
え
る

　

平
成
23
年
３
月
11
日
㈮
、
東
北
地
方
と
関
東
地
方
を
大
き
な
地
震
が
襲
い
、
本
市
も

最
大
震
度
５
強
と
い
う
大
き
な
揺
れ
を
記
録
し
ま
し
た
。
お
そ
ら
く
、
ほ
と
ん
ど
の
方

が
初
め
て
体
験
し
た
大
き
な
地
震
だ
っ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

日
本
は
、
非
常
に
地
震
の
多
い
国
で
す
。
平
成
に
入
っ
て
か
ら
も
、
阪
神
・
淡
路
大

震
災
（
平
成
７
年
１
月
17
日
）
や
新
潟
県
中
越
地
震
（
平
成
16
年
10
月
23
日
）
な
ど
、

多
く
の
尊
い
人
命
が
失
わ
れ
る
大
地
震
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

災
害
、
特
に
地
震
は
い
つ
起
こ
る
か
分
か
り
ま
せ
ん
。
い
ざ
と
い
う
と
き
の
た
め

に
、
普
段
か
ら
の
備
え
が
大
切
で
す
。

　

東
日
本
大
震
災
の
経
験
を
踏
ま
え
、
改
め
て
災
害
に
対
す
る
備
え
を
見
直
し
て
み
ま

し
ょ
う
。

問
合
せ　

消
防
防
災
課
危
機
管
理
係
（
内
線
２
６
４
５
）

災害への備えは万全ですか

　 東日本大震災後の岩手県陸前高田市の状況
　（平成23年8月 撮影）

　 東日本大震災後の岩手県山田町の状況
　（平成23年8月 撮影）
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市
で
は
、
市
内
小
・
中
学
校
、
公
民
館
、

公
共
施
設
等
を
中
心
に
１
１
１
か
所
の
避
難

場
所
を
指
定
し
て
い
ま
す
。

　

日
ご
ろ
か
ら
、
自
宅
周
辺
の
避
難
場
所
な

ど
を
確
認
し
、
実
際
に
歩
い
て
み
る
な
ど
し

て
、
安
全
な
経
路
を
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ

う
。

　

ま
た
、
万
が
一
、
避
難
時
な
ど
に
家
族
が

離
れ
離
れ
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
き
に
備
え

て
、
ど
こ
に
避
難
す
る
か
を
、
各
家
庭
で
話

し
合
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　

東
日
本
大
震
災
の
際
、
鉄
道
の
運
行
停
止

に
よ
り
多
く
の
帰
宅
困
難
者
が
発
生
し
ま
し

た
。
帰
宅
困
難
者
が
一
斉
に
帰
宅
を
開
始
す

る
と
、
集
団
転
倒
や
沿
道
建
物
か
ら
の
落
下

物
に
よ
り
、
死
傷
す
る
危
険
が
あ
る
と
と
も

に
、
救
助
・
救
急
活
動
や
物
資
輸
送
の
妨
げ

と
な
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。　

　

地
震
や
台
風
な
ど
の
災
害
に
よ
っ
て
交
通

機
関
が
停
止
し
た
と
き
は
、
む
や
み
に
移
動

を
開
始
せ
ず
、
職
場
な
ど
で
待
機
す
る
な
ど

の
時
差
帰
宅
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
９
都
県
市
（
埼
玉
県
を
含
む
１
都

３
県
お
よ
び
５
政
令
市
）
で
は
、
徒
歩
帰
宅

者
を
支
援
す
る
取
り
組
み
と
し
て
、
コ
ン
ビ

ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
レ
ス
ト
ラ

ン
、
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
等
と
帰
宅
支
援
協

定
を
締
結
し
て
い
ま
す
。
こ
の
協
定
で
は
、

帰
宅
困
難
者
に
対
し
、
水
道
水
や
ト
イ
レ
の

提
供
、
地
図
等
に
よ
る
道
路
情
報
、
ラ
ジ
オ

等
で
知
り
得
た
通
行
可
能
な
道
路
、
近
隣
の

避
難
場
所
に
関
す
る
情
報
提
供
を
行
う
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
協
定
に
賛
同
し
た
店
舗
を
「
災
害
時

帰
宅
支
援
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
と
呼
び
、
店
舗

入
り
口
等
の
帰
宅
困
難
者
が
見
つ
け
や
す
い

位
置
に
「
災
害
時
帰
宅
支
援
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

ス
テ
ッ
カ
ー
」
を
掲
出
し
て
い
ま
す
。

　

万
が
一
、
自
分
自
身
が
帰
宅
困
難
者
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
と
き
は
、
こ
の
ス
テ
ッ

カ
ー
が
貼
っ
て
あ
る
店
舗
の
協
力
を
受
け
な

が
ら
、
無
理
な
く
帰
宅
し
ま
し
ょ
う
。

事
業
所
・
企
業
の
皆
さ
ん
へ

　

首
都
直
下
地
震
帰
宅
困
難
者
等
対
策
協
議

会
で
は
、
企
業
等
に
お
い
て
は
一
斉
帰
宅
の

抑
制
、
従
業
員
の
食
料
・
飲
料
水
・
毛
布
等

に
つ
い
て
３
日
分
の
備
蓄
が
必
要
で
あ
る
、

な
ど
の
「
事
業
所
に
お
け
る
帰
宅
困
難
者
対

策
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

企
業
等
の
皆
さ
ん
に
は
、
こ
の
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
に
沿
っ
た
対
応
を
し
て
い
た
だ
く
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

　

こ
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
、
内
閣
府
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（http://w

w
w
.bousai.go.jp/

jishin/chubou/taisaku_syuto/kitaku
/kitaku_kyougi_top.htm

l

）か
ら
ご
覧
に

な
れ
ま
す
。

安
全
な
場
所
の
確
認

帰
宅
困
難
者
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
ら

災害時帰宅支援
ステーションステッカー

元データは2007年2月号2ページ

割り箸

　

持
ち
出
す
も
の
は
、
常
に
身
近
に
用
意
し
、
持
出
袋（
リ
ュ
ッ
ク
サ
ッ

ク
な
ど
）
に
入
れ
て
お
き
ま
す
。
10
〜
15 

kg
を
目
安
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の

体
力
に
合
わ
せ
て
準
備
を
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
こ
れ
以
外
に
も
各
家

庭
の
状
況
に
合
わ
せ
て
必
要
な
も
の
を
準
備
し
ま
し
ょ
う
。

〜自分のことは自分で守る！自主的に備蓄を行おう！〜

非常持出品、備蓄品チェックリスト
※�

防
災
用
の
備
蓄
が
難
し
い
と
い
う
方
は
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
食
糧
品
等
で
消
費
期
限
が
あ
る
こ
と
が
原
因

と
考
え
ら
れ
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
方
は
、
通
常
購
入
す
る
２
倍
の
米
等
を
購
入
し
、
半
分
使
っ
た
ら
同
量

を
追
加
購
入
す
る
と
、
常
に
新
し
い
食
糧
が
備
蓄
で
き
ま
す
。

● 災害への備えは万全ですか ●
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阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
は
、
道
路
、
水
道
、

電
気
、
電
話
な
ど
の
都
市
機
能
が
麻
痺
し
、

消
防
な
ど
の
防
災
機
関
の
活
動
は
困
難
を
極

め
ま
し
た
。
し
か
し
、
地
域
の
方
々
が
自
発

的
に
初
期
消
火
や
救
出
・
救
護
活
動
、
避
難

所
の
運
営
な
ど
を
行
っ
た
地
域
で
は
、
地
震

に
よ
る
被
害
や
混
乱
を
最
小
限
に
抑
え
る
こ

と
が
で
き
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

実
際
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
は
、
倒
壊

家
屋
な
ど
か
ら
救
出
さ
れ
た
人
の
約
８
割
が

近
所
の
方
々
に
よ
り
救
出
さ
れ
た
と
い
う
報

告
が
あ
り
ま
す
。
地
域
の
町
内
会
や
自
治
会

の
活
動
の
一
環
と
し
て
自
主
防
災
組
織
を
設

立
し
、
活
動
す
る
こ
と
が
災
害
に
強
い
地
域

に
つ
な
が
り
ま
す
。
未
設
立
の
地
域
は
、
自

治
会
な
ど
で
検
討
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

設
立
に
際
し
て
は
、
ま
ず
消
防
防
災
課
ま

た
は
各
総
合
支
所
市
民
課
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

自
主
防
災
組
織
を
設
立
す
る
に
は
？

　

自
主
防
災
組
織
を
設
立
す
る
手
順
は
、
お

お
む
ね
次
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

①�

町
内
会
や
自
治
会
の
役
員
会
な
ど
で
、
自
主

防
災
組
織
の
結
成
に
つ
い
て
話
し
合
う
。

②
自
主
防
災
組
織
の
規
約
、
組
織
（
役
員
や

　

班
体
制
）
、
活
動
計
画
等
を
作
成
し
、
消

　

�

防
防
災
課
ま
た
は
各
総
合
支
所
市
民
課
に

設
立
の
届
け
出
を
す
る
。

　

市
で
は
、
自
主
防
災
組
織
の
活
動
を
対
象

と
し
た
補
助
金
（
設
立
に
係
る
補
助
、
防
災

訓
練
実
施
に
係
る
補
助
、
資
機
材
購
入
に
係

る
補
助
）
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、各
種
研
修
案
内
を
配
布
し
て
い
ま
す
。

地
域
の
防
災
訓
練
に
参
加
し
よ
う
！ 

　

市
内
の
各
自
主
防
災
組
織
で
は
、
年
１
回

程
度
の
防
災
訓
練
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

自
主
防
災
組
織
が
行
う
地
域
で
の
防
災
訓

練
は
、
災
害
が
起
き
た
場
合
に
、
各
地
域
で

対
処
す
る
初
期
消
火
、
避
難
誘
導
な
ど
を
実

践
的
に
行
う
こ
と
の
で
き
る
貴
重
な
機
会
で

す
。
地
域
の
防
災
訓
練
に
は
、
積
極
的
に
参

加
し
ま
し
ょ
う
。

　

市
で
は
、
平
成
24
年
10
月
１
日
か
ら
、

Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
が
提
供
す
る
「
エ
リ
ア
メ
ー

ル
サ
ー
ビ
ス
」
と
、
au
お
よ
び
ソ
フ
ト
バ
ン

ク
が
提
供
す
る
「
緊
急
速
報
メ
ー
ル
」
サ
ー

ビ
ス
を
活
用
し
、
災
害
・
避
難
情
報
の
配
信

を
開
始
し
て
い
ま
す
。

　

メ
ー
ル
は
、
市
内
に
い
る
だ
け
で
受
信
が

可
能
で
、
通
常
の
メ
ー
ル
配
信
サ
ー
ビ
ス
と

は
異
な
り
、
災
害
時
で
も
一
斉
送
信
が
可
能

で
す
。
ま
た
、
該
当
機
種
を
ご
利
用
で
あ
れ

ば
、
申
し
込
み
不
要
で
、
月
額
利
用
料
や
通

信
料
は
無
料
で
す
。ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
メ
ー
ル
を
受
信
す
る
た
め
に
は
、

携
帯
電
話
の
受
信
設
定
を
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
が
、
機
種
に
よ
っ
て
は
、
対
応
し
て
い

な
い
も
の
や
、
一
部
機
能
が
使
え
な
い
も
の

が
あ
り
ま
す
。
対
応
機
種
や
設
定
方
法
な
ど

は
各
携
帯
電
話
会
社
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

　

市
で
は
、
防
災
行
政
無
線
の
放
送
内
容
を

携
帯
電
話
や
パ
ソ
コ
ン
へ
Ｅ
メ
ー
ル
で
配
信

す
る
「
久
喜
市
防
災
行
政
無
線
情
報
」
を
提

供
し
て
い
ま
す
。
災
害
時
に
お
け
る
有
効
な

連
絡
手
段
と
な
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
登
録

く
だ
さ
い
。
登
録
料
は
無
料
で
す
。
（
た
だ

し
、
登
録
や
メ
ー
ル
着
信
時
の
パ
ケ
ッ
ト
通

信
料
・
回
線
使
用
料
は
自
己
負
担
と
な
り
ま

す
。
）

　

配
信
を
希
望
す
る
方
は
、
携
帯
電
話
ま
た

は
パ
ソ
コ
ン
か
ら
、
仮
登
録
用
ア
ド
レ
ス

（kuki.bousai@
m
pm
e.jp

）
に
空
メ
ー
ル

を
送
信
し
て
く
だ
さ
い
。

　

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
対
応
の
携
帯
電
話
の
方
は
、

下
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を

読
み
取
る
こ
と
で
送

信
で
き
ま
す
。

自
主
防
災
組
織
を

作
り
ま
し
ょ
う

エ
リ
ア
メ
ー
ル
・

緊
急
速
報
メ
ー
ル

久
喜
市
防
災
行
政
無
線

情
報

ＱＲコード

市の災害時応援協定
　平成24年は、新たに１団体、２企業と災
害時応援協定を締結しました。
①�平成24年６月22日㈮、久喜市土木施設維
持管理協力会と「災害時の応援に関する
協定書」を締結しました。同会には土木
施設の高圧洗浄、消毒・清掃、カメラ調査、
管きょ補修等についてご協力いただける
ことになりました。
②�平成24年11月26日㈪、清久工業団地内に
久喜営業所がある株式会社アクティオと
「災害時における応急対策物資の供給等
に関する協定書」を締結しました。株式
会社アクティオには、仮設トイレや発電
機等の応急対策機材のレンタルについて
ご協力いただけることになりました。
③�平成24年12月３日㈪、久喜東２丁目に久
喜支店がある株式会社伊藤園と「災害時
における救援物資提供に関する協定書」
を締結しました。株式会社伊藤園には、
飲料水の提供についてご協力いただける
ことになりました。

● 災害への備えは万全ですか ●
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内
容　

栗
橋
地
区
の
介
護
保
険
料
訪
問
徴
収

業
務

応
募
資
格　

普
通
自
動
車
免
許
を
所
有
す

る
方

募
集
人
数　

１
人

勤
務
日　

月
～
金
曜
日
（
祝
日
を
除
く
月
10

日
以
内
）

勤
務
時
間　

１
日
５
時
間

採
用
時
期　

５
月

報
酬　

日
額
５
０
０
０
円

募
集
期
限　

３
月
29
日
㈮

※
申
込
方
法
等
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
込
み
・
問
合
せ　

栗
橋
総
合
支
所
福
祉
課

　
　
　
　
　
　
　
　

（
内
線
２
３
１
）

　

小
型
特
殊
自
動
車
に
該
当
す
る
フ
ォ
ー

ク
・
リ
フ
ト
な
ど
や
、
最
高
時
速
35�

km
未
満

で
乗
用
装
置
の
あ
る
農
耕
ト
ラ
ク
タ
ー
、
コ

ン
バ
イ
ン
な
ど
に
は
軽
自
動
車
税
が
課
税
さ

れ
ま
す
。
こ
れ
ら
の
車
両
を
所
有
し
て
い
る

方
は
、
軽
自
動
車
税
の
申
告
手
続
き
を
し

て
、
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
の
交
付
を
受
け
て

く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
新
た
に
譲
渡
し
た
場
合
は
、
届
け

出
な
し
に
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
を
付
け
替
え

る
の
で
は
な
く
、
旧
自
動
車
の
廃
車
申
告
を

行
い
、
新
た
に
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
の
交
付

を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

※�

公
道
を
走
行
し
な
い
（
工
場
や
田
畑
で
し

か
使
用
し
な
い
）
車
両
で
も
課
税
さ
れ
ま

す
。

※�

軽
自
動
車
税
が
課
税
さ
れ
る
小
型
特
殊
自

動
車
は
、
固
定
資
産
税
が
課
税
さ
れ
る
償

却
資
産
の
対
象
外
と
な
り
ま
す
。

問
合
せ　

市
民
税
課
諸
税
係
（
内
線
２
６
８

７
）／
各
総
合
支
所
税
務
課
（
菖
蒲･

内
線
９

１
２
／
栗
橋
・
内
線
２
２
２
／
鷲
宮
・
内
線

１
４
９
）

　

高
齢
者
の
心
身
の
健
康
維
持
、
安
心
し
た

暮
ら
し
を
地
域
ぐ
る
み
で
支
え
て
い
く
た
め

の
拠
点
で
あ
る「
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」

で
、
介
護
予
防
ケ
ア
プ
ラ
ン
の
作
成
や
相

談
・
調
整
を
行
う
介
護
支
援
専
門
員
を
募
集

し
ま
す
。

業
務
内
容　

高
齢
者
や
家
族
の
相
談
に
応
じ

た
適
切
な
サ
ー
ビ
ス
提
供
、
高
齢
者
福
祉
制

度
に
関
す
る
情
報
提
供
や
関
係
機
関
へ
の
紹

介
な
ど

勤
務
先　

久
喜
中
央
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
（
介
護
福
祉
課
内
）

応
募
資
格　

介
護
支
援
専
門
員
の
資
格
を
有

し
、
普
通
自
動
車
免
許
を
所
有
し
、
す
ぐ
に

実
務
に
従
事
で
き
る
方

募
集
人
数　

１
人

勤
務
日　

月
～
金
曜
日（
週
４
日
）　

９
時
～

17
時
15
分

採
用
時
期　

４
月
１
日

報
酬　

日
額
１
万
円

募
集
期
限　

３
月
15
日
㈮

申
込
み
・
問
合
せ　

介
護
福
祉
課
地
域
包
括

支
援
係
（
内
線
３
２
７
１
）

　

軽
自
動
車
税
は
、
毎
年
4
月
1
日
現
在
で

原
動
機
付
自
転
車
、
小
型
特
殊
自
動
車
、
軽

自
動
車
、
二
輪
の
小
型
自
動
車
の
車
両
所
有

者
に
対
し
て
課
税
さ
れ
ま
す
。

　

次
の
よ
う
な
場
合
は
、
名
義
や
住
所
の
変

更
、
廃
車
の
手
続
き
が
必
要
で
す
。
４
月
１

日
現
在
で
手
続
き
を
し
て
い
な
け
れ
ば
、
引

き
続
き
所
有
し
て
い
る
も
の
と
し
て
、
課
税

さ
れ
ま
す
の
で
、
お
早
め
に
手
続
き
を
済
ま

せ
て
く
だ
さ
い
。

○�

原
動
機
付
自
転
車
や
軽
自
動
車
な
ど
を
譲

渡
し
た

○�

原
動
機
付
自
転
車
や
軽
自
動
車
な
ど
を
手

放
し
た

○
住
所
地
、
所
有
者
の
氏
名
が
変
わ
っ
た

　

な
お
、
車
種
に
よ
っ
て
手
続
き
や
問
い
合

わ
せ
の
窓
口
が
異
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

問
合
せ

◆�

原
動
機
付
自
転
車
（
１
２
５
cc
以
下
）
／

小
型
特
殊
自
動
車
（
農
耕
車
含
む
）
…
市

民
税
課
諸
税
係
（
内
線
２
６
８
７
）
／
各

総
合
支
所
税
務
課
（
菖
蒲
・
内
線
９
１
２

／
栗
橋
・
内
線
２
２
２
／
鷲
宮
・
内
線
１

４
９
）

◆�

二
輪
の
軽
自
動
車
（
１
２
５
cc
超
２
５
０

cc
以
下
）／
二
輪
の
小
型
自
動
車（
２
５
０

cc
超
）
…
春
日
部
自
動
車
検
査
登
録
事
務

所　

☎
０
５
０
・
５
５
４
０
・
２
０
２
８

◆�
四
輪
の
軽
自
動
車
…
軽
自
動
車
検
査
協
会

埼
玉
事
務
所
春
日
部
支
所　

☎
０
４
８
・

７
４
５
・
７
７
３
３

介
護
保
険
料
収
納
推
進
員
を
募
集
し
ま
す

（
栗
橋
地
区
）

　

小
型
特
殊
自
動
車
の
軽
自
動
車
税
の

申
告
を
お
願
い
し
ま
す　

介
護
支
援
専
門
員
を
募
集
し
ま
す

（
久
喜
地
区
）

　

原
動
機
付
自
転
車
や
軽
自
動
車
な
ど
の

登
録
内
容
変
更（
名
義
・
住
所
等
）、

廃
車
の
手
続
き
は
お
済
み
で
す
か　
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４
月
１
日
診
療
分
か
ら
、
子
ど

も
医
療
費
の
通
院
に
お
け
る
支
給

対
象
年
齢
を
「
中
学
校
卒
業
ま
で

（
満
15
歳
に
達
す
る
日
の
属
す
る

年
度
の
末
日
ま
で
）
」
に
拡
大
し

ま
す
。

　

子
ど
も
医
療
費
受
給
資
格
の
登

録
が
お
済
み
で
な
い
方
は
、
登
録

の
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

既
に
「
子
ど
も
医
療
費
受
給
資

格
証
」
を
お
持
ち
の
方
に
は
、
３

月
下
旬
に
新
し
い
受
給
資
格
証
を

郵
送
し
ま
す
の
で
、
改
め
て
手
続

き
を
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

支
給
対
象　

入
院
…
中
学
校
卒
業
ま
で

通
院
…
小
学
校
卒
業
ま
で

※
４
月
か
ら
は
中
学
校
卒
業
ま
で

助
成
内
容　

保
険
診
療
に
係
る
医

療
費
の
一
部
負
担
金
か
ら
高
額
療

養
費
、
附
加
給
付
金
を
控
除
し
た

額
に
、
入
院
時
食
事
療
養
標
準
負

担
額
を
加
算
し
た
額
を
助
成

※�

学
校
で
の
け
が
な
ど
で
日
本
ス

ポ
ー
ツ
振
興
セ
ン
タ
ー
の
災
害

共
済
給
付
を
受
け
る
場
合
は
対

象
外

登
録
方
法　

出
生
・
転
入
後
15
日

以
内
に
、
子
育
て
支
援
課
ま
た
は

各
総
合
支
所
福
祉
課
へ
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。
15
日
を
過
ぎ
る
と
資

格
は
申
請
日
か
ら
と
な
り
ま
す
。

登
録
に
必
要
な
も
の　

子
ど
も
の

名
前
が
記
載
さ
れ
て
い
る
健
康
保

険
証
と
保
護
者
名
義
の
預
金
通
帳

問
合
せ　

子
育
て
支
援
課
医
療
手

当
係
（
内
線
３
２
８
７
）
／
各
総

合
支
所
福
祉
課
（
菖
蒲
・
内
線
１

４
６
／
栗
橋
・
内
線
２
３
８
／
鷲

宮
・
内
線
１
６
６
）

　

子
ど
も
医
療
費
（
通
院
）
の

　

支
給
対
象
年
齢
を
拡
大
し
ま
す

未
熟
児
養
育
医
療
・
自
立
支
援
医
療

（
育
成
医
療
）の
窓
口
が
変
わ
り
ま
す

　

20
歳
か
ら
60
歳
に
な
る
ま
で
の

40
年
間
は
国
民
年
金
に
加
入
し
ま

す
。
加
入
者
（
被
保
険
者
）
は
、

職
業
な
ど
に
よ
り
次
の
３
種
類
に

分
か
れ
ま
す
。

①
第
１
号
被
保
険
者
（
農
業
、
自

　

営
業
、
学
生
、
ア
ル
バ
イ
ト
等
）

②�

第
２
号
被
保
険
者
（
会
社
員
や

公
務
員
等
）

③�

第
３
号
被
保
険
者
（
会
社
員
等

に
扶
養
さ
れ
て
い
る
配
偶
者
）

　

就
職
、
退
職
、
結
婚
な
ど
に
よ

り
加
入
の
種
別
が
変
わ
る
と
き
は
、

年
金
の
届
け
出
が
必
要
で
す
。
届

け
出
の
際
は
、
年
金
手
帳
や
証
明

書
等
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

　

学
生
な
ど
で
国
民
年
金
保
険
料

の
納
付
が
困
難
な
場
合
に
は
、
本

人
の
所
得
が
一
定
額
以
下
の
場
合
、

保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
る

「
学
生
納
付
特
例
制
度
」
が
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
30
歳
未
満
の
方
で

保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
方
に

も
、
保
険
料
全
額
の
納
付
を
猶
予

す
る
こ
と
が
で
き
る
「
若
年
者
納

付
猶
予
制
度
」
が
あ
り
ま
す
。

　

学
生
納
付
特
例
や
若
年
者
納
付

猶
予
制
度
の
適
用
を
受
け
た
期
間

の
保
険
料
は
、
そ
の
ま
ま
で
は
年

金
額
に
反
映
し
ま
せ
ん
が
、
追
納

が
で
き
ま
す
。
将
来
の
年
金
額
を

確
保
す
る
た
め
に
ぜ
ひ
申
し
出
て

く
だ
さ
い
。
学
生
納
付
特
例
を
受

け
た
年
度
か
ら
数
え
て
10
年
間
は

追
納
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

問
合
せ　

市
民
課
（
総
合
窓
口
）

市
民
係
（
内
線
２
６
６
３
）
／
各

総
合
支
所
市
民
課
（
菖
蒲
・
内
線

１
２
１
／
栗
橋
・
内
線
２
１
５
／

鷲
宮
・
内
線
１
２
６
）
／
春
日
部

年
金
事
務
所　

☎
０
４
８
・
７
３

７
・
７
１
１
４

年
金
コ
ラ
ム

●
就
職
、
退
職
、
結
婚
し
た
と
き

は
年
金
の
届
け
出
が
必
要
で
す

●
学
生
納
付
特
例
制
度
・

　

若
年
者
納
付
猶
予
制
度

　

４
月
１
日
か
ら
、
未
熟
児
養
育

医
療
・
自
立
支
援
医
療
（
育
成
医

療
）
の
申
請
窓
口
が
県
の
保
健
所

か
ら
、
市
の
子
育
て
支
援
課
、
各

総
合
支
所
福
祉
課
に
変
わ
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

問
合
せ　

子
育
て
支
援
課
医
療
手

当
係
（
内
線
３
２
８
６
）

こ
ん
な
と
き

手
続
き

手
続
き
に
必
要
な
も
の

届
け
出
先

20
歳
に
な
っ
た
と
き

国
民
年
金
加
入
手
続
き

（
第
２
号
被
保
険
者
（
厚
生

年
金
等
）
加
入
中
の
方
は

除
く
）

年
金
事
務
所
か
ら
送
ら

れ
て
い
る
案
内
書

・�

第
１
号
被
保
険
者
は
市
民

課
（
総
合
窓
口
）
ま
た
は

各
総
合
支
所
市
民
課

・�

第
３
号
被
保
険
者
は
配
偶

者
の
勤
務
先

会
社
等
に
就
職
し
た
と
き

第
２
号
被
保
険
者
（
厚
生

年
金
等
）
加
入
の
手
続
き

勤
務
先
で
確
認
し
て
く

だ
さ
い

勤
務
先

会
社
等
を
退
職
し
た
と
き

国
民
年
金
（
第
１
号
被
保

険
者
）
加
入
の
手
続
き

年
金
手
帳
、
退
職
日
の

分
か
る
証
明
書
（
離
職

票
等
）

市
民
課
（
総
合
窓
口
）
ま
た

は
各
総
合
支
所
市
民
課

配
偶
者
（
第
２
号
被
保
険

者
）の
扶
養
に
入
っ
た
と
き

第
３
号
被
保
険
者
へ
種
別

変
更
の
手
続
き

配
偶
者
の
勤
務
先
で
確

認
し
て
く
だ
さ
い

配
偶
者
の
勤
務
先

配
偶
者
（
第
２
号
被
保
険

者
）
の
扶
養
か
ら
は
ず
れ

た
と
き

第
３
号
被
保
険
者
か
ら
第

１
号
被
保
険
者
へ
種
別
変

更
の
手
続
き

年
金
手
帳
、
扶
養
喪
失

日
の
分
か
る
証
明
書

（
扶
養
喪
失
証
明
書
等
）

市
民
課
（
総
合
窓
口
）
ま
た

は
各
総
合
支
所
市
民
課

※
第
１
号
被
保
険
者
の
方
で
学
生
納
付
特
例
を
申
請
す
る
場
合
は
、
学
生
証
が
必
要
で
す
。



7 広報  くき  2013（平成25年）.3

　

本
人
通
知
制
度
は
、
本
人
の
代
理
人
や
第

三
者
か
ら
の
請
求
に
よ
り
、
戸
籍
謄
・
抄
本

や
住
民
票
の
写
し
等
を
交
付
し
た
と
き
に
、

事
前
登
録
し
て
あ
る
方
に
そ
の
こ
と
を
お
知

ら
せ
す
る
制
度
で
す
。

　

こ
の
制
度
が
で
き
た
背
景
に
は
、
探
偵
業

者
等
か
ら
依
頼
を
受
け
た
一
部
の
司
法
書
士

等
の
資
格
を
持
つ
者
が
、
虚
偽
の
申
請
を
行

い
、
第
三
者
の
住
民
票
の
写
し
等
を
不
正
取

得
す
る
事
件
が
発
生
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
取
得
の
事
実
を

事
前
登
録
し
た
本
人
に
通
知
す
る
こ
と
に
よ

り
、
住
民
票
の
写
し
等
の
不
正
請
求
お
よ
び

不
正
取
得
に
よ
る
個
人
の
権
利
侵
害
の
防
止

を
図
る
も
の
で
す
。

対
象　

久
喜
市
に
住
民
登
録
ま
た
は
本
籍
が

あ
る
方

登
録
期
間　

３
年
間

申
請
に
必
要
な
も
の　

○
本
人
が
申
請
す
る
場
合

・
本
人
通
知
制
度
事
前
登
録
申
込
書

・�

本
人
確
認
書
類
（
運
転
免
許
証
、
パ
ス

　

ポ
ー
ト
、
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
等
）

○
代
理
人
が
申
請
す
る
場
合

・
本
人
通
知
制
度
事
前
登
録
申
込
書

・�

委
任
状
（
法
定
代
理
人
の
場
合
は
権
限
確

認
書
類
）

・
代
理
人
の
本
人
確
認
書
類

○
郵
送
申
請
す
る
場
合

・
本
人
通
知
制
度
事
前
登
録
申
込
書

・�

本
人
確
認
書
類
の
写
し
（
運
転
免
許
証
の

写
し
等
）

申
請
先
・
問
合
せ　

市
民
課
（
総
合
窓
口
）

戸
籍
係
（
内
線
２
６
６
９
）
／
各
総
合
支
所

市
民
課
（
菖
蒲
・
内
線
１
２
５
／
栗
橋
・
内

線
２
１
３
／
鷲
宮
・
内
線
１
２
１
）

　

平
成
24
年
度
の
難
病
患
者
見
舞
金
の
申
請

期
限
は
3
月
29
日
㈮
で
す
。
期
限
を
過
ぎ
る

と
、
平
成
24
年
度
の
支
給
は
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

対
象　

市
内
に
在
住
し
、
埼
玉
県
知
事
発
行

の
「
特
定
疾
患
医
療
受
給
者
証
」
ま
た
は

「
小
児
慢
性
特
定
疾
患
医
療
受
給
者
証
」
の

交
付
を
受
け
て
い
る
方

支
給
額　

年
額
1
万
円

申
請
に
必
要
な
も
の　

①
特
定
疾
患
医
療
受

給
者
証
ま
た
は
小
児
慢
性
特
定
疾
患
医
療
受

給
者
証　

②
預
金
通
帳（
本
人
名
義
の
も
の
）

※
平
成
23
年
度
既
に
受
給
さ
れ
た
方
は
①
の
み

そ
の
他　

施
設
に
入
所
し
て
い
る
方
は
、
対

象
と
な
ら
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
請
先
・
問
合
せ　

障
が
い
者
福
祉
課
障
が

い
者
福
祉
係
（
内
線
３
２
４
８
／
FAX�

23
・
０

６
９
９
）
／
各
総
合
支
所
福
祉
課
（
菖
蒲
・

内
線
９
１
５
／
栗
橋
・
内
線
２
３
７
／
鷲

宮
・
内
線
１
６
３
）

難
病
患
者
見
舞
金
の
申
請
期
限
は

３
月
29
日
㈮
で
す

本
人
通
知
制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

１月１日付けで、法務大臣か
ら神

か ん だ

田孝
た か こ

子さんが委嘱（再任）
されました。

神田孝子さん

人権擁護委員は市民の中か
ら、議会の議決を経て市長が推
薦し、法務大臣が委嘱する民間
のボランティアです。主に人権
相談や人権尊重のための啓発活
動などを行っています。

う
さ
ぎ
追
い
し　

か
の
山

こ
ぶ
な
釣
り
し　

か
の
川

夢
は
今
も　

め
ぐ
り
て

忘
れ
が
た
き　

ふ
る
さ
と

い
か
に
い
ま
す　

父
母

つ
つ
が
な
し
や　

友
が
き

雨
に
風
に
つ
け
て
も

思
い
い
づ
る　

ふ
る
さ
と

こ
こ
ろ
ざ
し
を　

は
た
し
て

い
つ
の
日
に
か　

帰
ら
ん

山
は
青
き　

ふ
る
さ
と

水
は
清
き　

ふ
る
さ
と

　
（
唱
歌
「
故ふ

る
さ
と郷
」）

　

こ
の
歌
を
口
ず
さ
む
と
、
四
季
折
々
の
自

然
の
風
景
の
美
し
さ
な
ど
、
自
分
の
生
ま
れ

故
郷
を
思
い
出
す
方
が
多
い
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　

多
数
の
犠
牲
者
と
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら

し
た
東
日
本
大
震
災
の
発
生
か
ら
２
年
が
経

過
す
る
現
在
も
、
長
年
住
み
慣
れ
た
土
地
か

ら
避
難
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
自
分
の
ふ
る
さ

と
に
帰
り
た
く
て
も
帰
れ
な
い
方
が
大
勢
い

ま
す
。
中
に
は
、
震
災
で
大
切
な
家
族
を

失
っ
た
方
も
い
ま
す
。

　

風
評
に
基
づ
く
思
い
込
み
や
偏
見
か
ら
、

避
難
さ
れ
て
い
る
方
へ
の
心
無
い
言
動
が
あ

り
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
ふ
る
さ
と
を
口
に

で
き
な
い
方
も
い
る
と
聞
き
ま
す
。

　

ふ
る
さ
と
へ
の
思
い
は
、
誰
に
と
っ
て
も

特
別
で
大
切
な
思
い
で
す
。
自
分
の
ふ
る
さ

と
を
誰
も
が
胸
を
張
っ
て
言
え
る
世
の
中
に

す
る
た
め
に
、
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
を
大

切
に
し
、
周
り
の
人
に
思
い
や
り
の
心
を

も
っ
て
接
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

問
合
せ　

生
涯
学
習
課
人
権
教
育
係

　
　
　
　
（
内
線
４
２
８
６
）

　

ふ
る
さ
と
へ
の
思
い

人
権
そ
れ
は
愛

人権擁護委員に
委嘱されました
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市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
寄
附
金

と
市
の
財
源
を
合
わ
せ
て
、
「
市
民
活
動
推

進
基
金
」
を
設
け
て
い
ま
す
。

　

こ
の
基
金
を
活
用
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
市

民
活
動
に
財
政
的
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

市
民
活
動
推
進
基
金
へ
の
寄
附
に
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

◆
寄
附
の
方
法

①
窓
口
で
の
寄
附

　

次
の
窓
口
で
寄
附
が
で
き
ま
す
。

・
自
治
振
興
課

・
各
総
合
支
所
市
民
課

※�
寄
附
の
際
は
、「
市
民
活
動
サ
ポ
ー
タ
ー
」

と
し
て
登
録
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

②
募
金
箱
で
の
寄
附

　

市
内
の
商
店
や
公
共
施
設
な
ど
に
募
金
箱

を
設
置
し
て
い
ま
す
。

③
不
要
入
れ
歯
リ
サ
イ
ク
ル

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
日
本
入
れ
歯
リ
サ
イ
ク
ル
協

会
と
協
力
し
、
不
要
入
れ
歯
の
回
収
を
行
っ

て
い
ま
す
。
入
れ
歯
の
金
属
部
分
を
リ
サ
イ

ク
ル
し
て
得
ら
れ
た
収
益
が
、
市
民
活
動
推

進
基
金
と
日
本
ユ
ニ
セ
フ
協
会
に
寄
附
さ
れ

ま
す
。

　

不
要
入
れ
歯
は
次
の
場
所
で
回
収
し
て
い

ま
す
。

回
収
ボ
ッ
ク
ス
設
置
場
所

　

�

市
役
所
１
階
ロ
ビ
ー
、
各
総
合
支
所
、
中

央
・
東
・
西
・
森
下
の
各
公
民
館
、
栗

橋
・
鷲
宮
東
・
鷲
宮
西
の
各
コ
ミ
ュ
ニ

　

�

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
、
栗
橋
文
化
会
館
、
ふ
れ

あ
い
セ
ン
タ
ー
久
喜
、
健
康
福
祉
セ
ン

　

�

タ
ー
、
菖
蒲
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
鷲
宮

福
祉
セ
ン
タ
ー

問
合
せ　

自
治
振
興
課
市
民
活
動
推
進
係

（
内
線
２
６
２
４
）
／
各
総
合
支
所
市
民
課

（
菖
蒲
・
内
線
１
１
１
／
栗
橋
・
内
線
２
１

７
／
鷲
宮
・
内
線
１
３
２
）

※�

土
・
日
曜
日
を
除
く
８
時
30
分
～
12
時
／

13
時
～
17
時
15
分

提
出
先　

自
治
振
興
課
ま
た
は
各
総
合
支
所

市
民
課

◆
公
開
審
査
会　

期
日　

４
月
20
日
㈯

※�

時
間
等
の
詳
細
は
応
募
団
体
へ
通
知
し
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

場
所　

鷲
宮
西
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

（
お
お
と
り
）
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ビ
ュ
ー
ロ
ー

　

詳
細
は
、
次
の
場
所
で
配
布
す
る
募
集
要

項
、
ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

　

自
治
振
興
課
、
社
会
福
祉
課
、
各
総
合
支

所
市
民
課
、
中
央
・
東
・
西
・
森
下
・
栗
橋
・

鷲
宮
の
各
公
民
館
、
栗
橋
・
鷲
宮
東
・
鷲
宮

西
の
各
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
、
久
喜
総

合
・
菖
蒲
・
栗
橋
の
各
文
化
会
館
、
ふ
れ
あ

い
セ
ン
タ
ー
久
喜

問
合
せ　

自
治
振
興
課
市
民
活
動
推
進
係

（
内
線
２
６
２
４
）
／
社
会
福
祉
課
社
会
福

祉
係
（
内
線
３
２
２
２
）
／
各
総
合
支
所
市

民
課
（
菖
蒲
・
内
線
１
１
１
／
栗
橋
・
内
線

２
１
７
／
鷲
宮
・
内
線
１
３
２
）

　

市
で
は
、
市
民
活
動
推
進
基
金
と
福
祉
基

金
を
財
源
と
し
た
市
民
活
動
推
進
補
助
金
事

業
を
募
集
し
ま
す
。
こ
れ
か
ら
市
民
活
動
を

始
め
た
い
、
ま
た
は
、
新
た
な
事
業
展
開
を

図
り
た
い
と
い
う
団
体
は
、
ぜ
ひ
応
募
し
て

く
だ
さ
い
。

　

次
の
①
か
ら
④
ま
で
の
全
て
に
該
当
す
る

団
体
（
営
利
企
業
、
宗
教
、
政
治
上
の
目
的

を
有
す
る
団
体
は
除
く
）

①
市
内
を
中
心
に
活
動
し
て
い
る

②
５
人
以
上
で
構
成
し
て
い
る

③�

団
体
の
設
立
目
的
、
組
織
、
代
表
者
等
に

関
す
る
定
め
が
あ
る

④�

本
補
助
金
事
業
の
募
集
説
明
会
に
出
席
し

て
い
る

※�

こ
れ
か
ら
活
動
を
始
め
る
団
体
の
場
合
、

①
か
ら
③
ま
で
は
予
定
で
も
可
。
④
の
説

明
会
に
出
席
で
き
な
い
場
合
は
、
問
い
合

わ
せ
先
で
説
明
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

　

公
共
的
課
題
の
解
決
を
目
的
と
し
て
、
主

に
市
内
で
行
わ
れ
る
事
業
、
ま
た
は
主
に
市

民
を
対
象
と
し
て
行
う
事
業

※�

特
定
の
地
区
・
個
人
・
団
体
を
対
象
と
し

た
事
業
、
国
や
県
等
か
ら
補
助
金
の
交
付

を
受
け
る
事
業
は
対
象
外

　

事
業
を
実
施
す
る
た
め
に
直
接
必
要
と
す

る
経
費

※�

団
体
の
維
持
・
運
営
に
要
す
る
経
費
は
対

象
外

◆
募
集
説
明
会

日
時　

３
月
16
日
㈯　

①
10
時
30
分　

②
13

時
30
分

場
所　

鷲
宮
西
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

（
お
お
と
り
）
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ビ
ュ
ー
ロ
ー

◆
申
請
書
受
付　

期
間　

３
月
25
日
㈪
～
４
月
５
日
㈮

平
成
25
年
度
市
民
活
動
推
進
補
助
金

事
業
を
募
集
し
ま
す

補助区分 初期的補助 発展的補助

対象事業

これから活動を始める、
または始めたばかりの団
体が、その活動を軌道に
のせるための事業

すでに活動を行っている
団体が、これまで行って
きた活動の拡充を図る事
業、または新たに展開す
る事業

団体の条件
国または地方公共団体等
から補助を受けたことの
ない団体

―

補助率 10分の10以内 4分の3以内

補助限度額 50,000円 200,000円

市
民
活
動
推
進
基
金
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

募
集
要
項
の
配
布
場
所

補
助
区
分
お
よ
び
補
助
金
額

補
助
対
象
経
費

補
助
対
象
事
業

今
後
の
予
定

補
助
対
象
団
体
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〜
４
月
１
日
㈪
か
ら
平
成
25
年
度

分
の
受
け
付
け
を
開
始
し
ま
す
〜

補
助
対
象　

補
助
対
象
地
域
内
の

既
存
住
宅
で
単
独
浄
化
槽
ま
た
は

汲
み
取
り
便
槽
か
ら
合
併
処
理
浄

化
槽
へ
入
れ
替
え
る
場
合
（
転
換

設
置
）

補
助
対
象
地
域　

埼
玉
県
生
活
排

水
処
理
施
設
基
本
構
想
（
平
成
23

年
３
月
策
定
）
で
設
定
さ
れ
て
い

る
「
浄
化
槽
整
備
区
域
」
（
公
共

下
水
道
ま
た
は
農
業
集
落
排
水
で

整
備
済
み
、
ま
た
は
将
来
整
備
予

定
の
区
域
を
除
い
た
既
存
集
落
部

分
）
。

受
付
期
間　

４
月
１
日
㈪
～
30
日
㈫

受
付
方
法　

所
定
の
「
浄
化
槽
設

置
整
備
事
業
補
助
希
望
申
込
書
」

（
下
水
道
業
務
課
で
配
布
。市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

可
）
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

補
助
予
定
基
数
を
上
回
る
申
し

込
み
が
あ
っ
た
場
合
は
抽
選
と
し

ま
す
。
抽
選
等
の
詳
細
は
申
込
者

に
通
知
し
、
５
月
13
日
㈪
に
抽
選

を
行
い
ま
す
。

※�

対
象
地
域
な
ど
、
詳
し
く
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

補
助
金
額

○
設
置
費

○
配
管
費

　

配
管
に
要
す
る
費
用
…
20
万
円

以
内

○
処
分
費

　

既
存
便
槽
の
処
分
に
要
す
る
費

用
…
６
万
円
以
内

申
請
先
・
問
合
せ　

下
水
道
業
務

課
排
水
設
備
係
（
鷲
宮
総
合
支
所

２
階
／
内
線
２
７
７
）

　

栗
橋
駅
西
土
地
区
画
整
理
事
務

所
の
電
話
番
号
は
、
４
月
１
日
か

ら
栗
橋
総
合
支
所
の
代
表
電
話
番

号
（
☎
53
・
１
１
１
１
）
内
線

（
２
６
１
・
２
６
２
）
と
な
り
ま

す
。

　

お
か
け
間
違
い
の
な
い
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

問
合
せ　

同
土
地
区
画
整
理
事
務

所
（
内
線
２
６
２
）

合
併
処
理
浄
化
槽
補
助
金
の

受
け
付
け
を
開
始
し
ま
す

栗
橋
駅
西
土
地
区
画
整
理
事
務
所
の

電
話
番
号
が
変
わ
り
ま
す

●しみん農園久喜
募集区画 年間使用料
6㎡ 2,400円
9㎡ 3,600円
10㎡ 4,000円
30㎡ 12,000円
50㎡ 20,000円

申込期間　3月11日㈪～19日㈫
　　　　　（土・日曜日を除く）9時～17時　
申込み・問合せ　�農業振興課農業振興係
　　　　　　　　（内線2863）

●しみん農園菖蒲
募集区画 年間使用料
22.5㎡ 7,500円
50㎡ 17,000円
90㎡ 31,000円

申込期間　3月11日㈪～19日㈫
　　　　　（水・金曜日を除く）9時～17時
申込み・問合せ　しみん農園菖蒲
　　　　　　　　☎85−8266

●しみん農園栗橋
募集区画 年間使用料
20㎡ 2,400円
30㎡ 3,600円
50㎡ 6,000円

申込期間　�３月11日㈪～19日㈫
　　　　　（土・日曜日を除く）9時～17時　
申込み・問合せ　栗橋総合支所環境経済課
　　　　　　　　（内線246）

●しみん農園鷲宮
募集区画 年間使用料
30㎡ 12,000円

申込期間　�３月11日㈪～19日㈫
　　　　　（土・日曜日を除く）9時～17時　
申込み・問合せ　鷲宮総合支所環境経済課
　　　　　　　　（内線228）

　しみん農園では、平成25年度の新規利用者を募集します。
　家族や友達、職場の仲間と一緒に、四季折々の自然に触れながら、農業体験をしてみませんか。
利用期間　４月１日㈪～平成26年３月31日㈪
※�継続利用は原則５年までです。また、空き区画以上の申し込みがあった場合は、抽選（後日文書で
お知らせします。）を行います。空き区画については、お問い合わせください。

しみん農園の新規利用者を募集します

人
槽
区
分

補
助
限
度
額

５
人
槽

43
万
２
０
０
０
円

６
～
７
人
槽

51
万
４
０
０
０
円

８
～
10
人
槽

64
万
８
０
０
０
円
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犬
の
飼
い
主
は
、
狂
犬
病
予
防

法
に
よ
り
、
飼
い
犬
に
毎
年
１
回

狂
犬
病
の
予
防
注
射
を
受
け
さ
せ

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

市
で
は
、
次
の
と
お
り
集
合
狂

犬
病
予
防
注
射
を
実
施
し
ま
す
。

　

な
お
、
事
故
防
止
の
た
め
、
会

場
に
お
越
し
の
際
は
、
犬
を
確
実

に
制
御
で
き
る
方
が
お
越
し
く
だ

さ
い
。
今
回
、
集
合
予
防
注
射
を

実
施
し
な
い
方
は
、
動
物
病
院
で

接
種
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
同
予
防
法
に
よ
り
、
犬

の
飼
い
主
は
、
飼
い
犬
（
生
後
90

日
以
上
）
を
市
に
登
録
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
の
で
、
ま
だ
手
続
き

が
お
済
み
で
な
い
方
は
、
環
境
課

ま
た
は
各
総
合
支
所
環
境
経
済
課

で
登
録
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

集
合
注
射
会
場
で
も
登
録
可
能

で
す
。

費
用　

３
３
０
０
円
（
注
射
料
金

２
７
５
０
円
、
注
射
済
票
交
付
手

数
料
５
５
０
円
）

集
合
狂
犬
病
予
防
注
射
実
施
の
お
知
ら
せ

期　日 時　間 会　場

久
喜
地
区

4月11日㈭
10時～11時30分 中央公民館

13時30分～14時30分 JA南彩　除堀梨選果場

4月17日㈬
10時～11時30分 栗原記念会館

13時15分～14時30分 太田集会所

4月18日㈭
10時15分～11時30分 東公民館

13時30分～14時30分 野久喜集会所

4月25日㈭
10時～11時30分 市民プール前駐輪場

13時30分～14時30分 西公民館

期　日 時　間 会　場

菖
蒲
地
区

4月23日㈫
10時～11時30分 あやめ公園駐車場

13時～14時 JA南彩　小下倉庫前

4月24日㈬
10時～11時30分 寺田グラウンド

13時～14時30分 JA南彩　栢間支店倉庫前

4月25日㈭

9時30分～11時 JA南彩　三箇支店倉庫前

12時30分～13時30分 八幡神社（第5区宮本集会所脇）

14時～15時 菖蒲総合支所庁舎裏（公用車車庫）

期　日 時　間 会　場

栗
橋
地
区

4月9日㈫ 10時～11時30分 栗橋公民館

4月18日㈭
10時～11時30分 定福院

13時30分～15時 栗橋コミュニティセンター（くぷる）

4月19日㈮
9時30分～11時30分 栗橋総合支所

13時30分～14時30分 栗橋総合支所

期　日 時　間 会　場

鷲
宮
地
区

4月8日㈪
10時～11時30分 鷲宮保健センター

13時30分～15時 農協葛梅倉庫

4月10日㈬
10時～11時30分 鷲宮東コミュニティセンター

13時30分～14時30分 農業センター

4月12日㈮ 10時～11時30分 鷲宮保健センター

※�

犬
の
登
録
を
す
る
場
合
は
、
別

途
、
鑑
札
交
付
手
数
料
３
０
０

０
円
が
必
要
で
す
。

問
合
せ　

環
境
課
環
境
衛
生
係

（
内
線
２
８
２
７
）
／
各
総
合
支

所
環
境
経
済
課
（
菖
蒲
・
内
線
２

５
０
／
栗
橋
・
内
線
２
４
１
／
鷲

宮
・
内
線
２
２
５
）
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連
載 

久
喜
歴
史
だ
よ
り
︵
第
17
回
︶

　

こ
の
碑
は
、
中な

か
じ
ま島
撫
山
没
後
に
、
六
男
田た

人び
と

が
亡
父
の
偉
業
を
た
た
え
る
た
め
に
建
て

た
碑
で
、
久
喜
中
央
２
丁
目
に
あ
り
ま
す
。

　

撫
山
は
、
文
政
12
年
（
１
８
２
９
）
４
月

10
日
、
江
戸
亀か

め

戸い
ど

（
東
京
都
江
東
区
）
に
生

ま
れ
ま
し
た
。
江
戸
末
期
の
学
者
で
文
人
と

し
て
名
高
い
亀か

め
だ田
鵬ほ

う

斎さ
い

の
子
綾り

ょ
う
ら
い瀬
（
と
も
に

久
喜
遷せ

ん

善ぜ
ん

館か
ん

教
授
）
や
孫
鶯お

う

谷こ
く

に
師
事
し
、

亀
田
鵬
斎
の
学
問
を
継
承
し
た
明
治
期
に
お

け
る
中
心
的
な
存
在
で
し
た
。

　

撫
山
は
、
明
治
２
年
（
１
８
６
９
）
に
現

久
喜
市
本
町
１
丁
目
に
移
り
、
同
５
年
に
本

籍
を
久
喜
本
町
に
移
し
ま
し
た
。
同
６
年
に

は
私
塾
「
幸さ

き

魂た
ま

教き
ょ
う
し
ゃ舎
」
を
開
き
、
漢
学
（
論

語
な
ど
）
や
和
学
（
日
本
書
紀
・
古
事
記
な

ど
）
を
教
え
ま
し
た
。
同
塾
を
同
42
年
（
１

９
０
９
）
に
久
喜
中
央
２
丁
目
に
移
転
後
、

同
44
年
、
83
歳
で
こ
の
地
で
没
し
ま
し
た
。

墓
所
は
本
町
１
丁
目
の
光
明
寺
に
あ
り
ま

す
。

　

門
弟
は
、
埼
玉
県
東
部
地
域
を
中
心
に
近

県
ま
で
に
及
び
、
国
会
議
員
・
県
議
会
議
員
・

町
村
長
な
ど
の
ほ
か
、
郷
土
の
経
済
・
文
化

の
面
で
中
心
と
な
っ
て
活
躍
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
明
治
44
年
の
撫
山
没
後
に
は
、
田

人
の
長
男
敦あ

つ
し

が
久
喜
に
引
き
取
ら
れ
、
２
歳

か
ら
６
歳
ま
で
こ
こ
で
生
活
し
ま
し
た
。

　

敦
の
作
品
「
李り

陵り
ょ
う

」
「
斗と

な
ん南
先
生
」
「
狼ろ

う

疾し
つ

記き

」
「
か
め
れ
お
ん
日
記
」
な
ど
に
は
祖

父
撫
山
、
６
人
の
伯
父
（
叔
父
）
た
ち
、
父

田
人
な
ど
の
生
き
方
や
中
島
家
の
家
学
の
伝

統
が
色
濃
く
反
映
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

「
光
と
風
と
夢
」
は
芥あ

く
た
が
わ川
賞
候
補
と
な
り
、

「
山さ

ん

月げ
つ
き記
」
は
現
在
、
高
等
学
校
の
現
代
国

語
の
教
科
書
に
載
っ
て
い
ま
す
。

　

撫
山
終
焉
の
地
は
、
こ
の
よ
う
に
郷
土
の

人
材
を
育
成
し
た
場
で
あ
る
と
と
も
に
、
現

代
文
学
に
光
を
放
っ
た
中
島
敦
文
学
の
原
体

験
の
場
で
あ
る
と
い
う
二
つ
の
意
味
を
持

ち
、
久
喜
市
に
と
っ
て
貴
重
な
文
化
遺
産
で

あ
り
、
市
指
定
有
形
文
化
財
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　
　
　
　
　
﹁
撫
山
先
生
終
焉
之
地
﹂
碑

問
合
せ　

文
化
財
保
護
課
文
化
財
・
歴
史
資

料
係
（
内
線
４
３
２
３
）

「
撫ぶ

山ざ
ん
せ
ん
せ
い

先
生
終し

ゅ
う
え
ん焉

之の

地ち

」
碑ひ

日
時　

５
月
19
日
㈰　

10
時
～
15
時

場
所　

鷲
宮
総
合
支
所
駐
車
場
、
久
喜
市
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
広
場

内
容

①
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
コ
ー
ナ
ー（
郷
土
芸
能
、

　

民
踊
、
歌
謡
曲
、
バ
ン
ド
）

②�

展
示
コ
ー
ナ
ー
（
作
品
、
写
真
、
団
体
Ｐ

Ｒ
）

③�

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
コ
ー
ナ
ー
（
個
人
、

団
体
）

④�

食
べ
物
味
自
慢
コ
ー
ナ
ー
（
家
庭
料
理
・

自
慢
料
理
販
売
）

⑤�

遊
チ
ャ
レ
コ
ー
ナ
ー
（
遊
び
、
チ
ャ
レ
ン

ジ
体
験
、
各
種
軽
ス
ポ
ー
ツ
）

⑥�

企
業
・
公
共
機
関
コ
ー
ナ
ー
（
企
業
や
公

共
機
関
の
ノ
ウ
ハ
ウ
紹
介
）

⑦
環
境
リ
サ
イ
ク
ル
コ
ー
ナ
ー（
環
境
全
般
、

　

リ
サ
イ
ク
ル
商
品
の
展
示
・
販
売
）

※�

そ
の
他
の
コ
ー
ナ
ー
に
つ
い
て
は
要
相
談

※�

運
営
ス
タ
ッ
フ
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）
も
募

集
し
て
い
ま
す
。

対
象　

市
内
在
住
者
（
政
治
活
動
、
宗
教
活

動
等
の
目
的
で
の
参
加
は
不
可
）

費
用　

①
③
１
０
０
０
円
、
②
④
⑤
⑥
⑦
２

０
０
０
円
（
テ
ン
ト
使
用
料
負
担
金
含
む
）

申
込
期
限　

３
月
25
日
㈪　

必
着

申
込
方
法　

参
加
申
込
書
（
鷲
宮
地
区
の
各

公
共
施
設
で
配
布
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）
に
必
要
事
項
を
明
記

の
上
、
直
接
ま
た
は
郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
Ｅ

メ
ー
ル
で
、
鷲
宮
総
合
支
所
市
民
課
（
〒

３
４
０

－

０
２
９
５　

所
在
地
記
入
不
要
／

FAX�

58
・
７
０
１
９
／
Ｅ
メ
ー
ルw

ashinom
i

ya-shim
in@
city.kuki.lg.jp

）
ま
た
は
鷲

宮
東
・
西
の
各
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
へ

問
合
せ　

鷲
宮
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
祭
り
実

行
委
員
会
事
務
局
（
鷲
宮
総
合
支
所
市
民
課

内　

内
線
１
３
３
）

　

久
喜
市
を
含
む
利
根
保
健
医
療
圏
で
は
、

地
域
医
療
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
「
と
ね
っ

と
」
に
よ
る
医
療
連
携
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

現
在
ま
で
の
取
り
組
み
を
含
め
て
、
こ
の

地
域
の
医
療
連
携
に
関
す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

を
開
催
し
ま
す
。

日
時　

３
月
23
日
㈯　

開
場
13
時
／
開
演
13

時
30
分

場
所　

久
喜
総
合
文
化
会
館
小
ホ
ー
ル

内
容　

基
調
講
演
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
（
予
定
）

定
員　

３
０
０
人
（
当
日
会
場
先
着
順
）

費
用　

無
料

主
催　

埼
玉
利
根
保
健
医
療
圏
医
療
連
携
推

進
協
議
会

共
催　

埼
玉
県

問
合
せ　

健
康
医
療
課
地
域
医
療
係

（
内
線
３
４
２
３
）

平
成
25
年
度
鷲
宮
地
区

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
祭
り
に
参
加
し
ま
せ
ん
か

地
域
医
療
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
ま
す
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身
体
が
不
自
由
な
た
め
投
票
日

に
投
票
所
へ
行
く
こ
と
が
困
難
で
、

次
の
︿
表
１
﹀
に
該
当
す
る
方
は
、

「
郵
便
等
投
票
証
明
書
」
の
交
付

を
受
け
る
こ
と
で
、
郵
便
等
に
よ

る
不
在
者
投
票
制
度
を
利
用
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
︿
表
１
﹀
に
該
当
す
る

方
で
︿
表
２
﹀
の
い
ず
れ
か
に
該

当
し
、
自
ら
投
票
の
記
載
を
す
る

こ
と
が
で
き
な
い
方
は
、
あ
ら
か

じ
め
選
挙
管
理
委
員
会
に
届
け
出

た
有
権
者
の
方
に
、
投
票
に
関
す

る
記
載
を
さ
せ
る
代
理
記
載
制
度

を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

希
望
す
る
場
合
は
、
本
人
ま
た

は
代
理
の
方
が
、
身
体
障
害
者
手

帳
等
を
持
参
の
上
、
同
委
員
会
に

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

市
選
挙
管
理
委
員
会
事

務
局
（
内
線
２
２
４
７
）

︿
表
１
﹀

︿
表
２
﹀

　

海
外
に
在
住
す
る
有
権
者
の
方

も
、
衆
議
院
議
員
お
よ
び
参
議
院

議
員
選
挙
の
投
票
（
在
外
投
票
）

が
で
き
ま
す
。

　

在
外
投
票
を
す
る
に
は
、
在
住

地
を
管
轄
し
て
い
る
在
外
公
館

（
大
使
館
・
総
領
事
館
）
で
、
在

外
選
挙
人
名
簿
へ
の
登
録
を
申
請

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

登
録
に
は
、
一
定
の
登
録
資
格

が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
あ
ら

か
じ
め
選
挙
管
理
委
員
会
や
在
住

地
を
管
轄
し
て
い
る
在
外
公
館
等

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
申
請
か
ら
登
録
ま
で
に

数
か
月
を
要
す
る
場
合
も
あ
り
ま

す
の
で
、
希
望
す
る
場
合
は
、
お

早
め
に
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ　

市
選
挙
管
理
委
員
会
事

務
局
（
内
線
２
２
４
７
）

海
外
か
ら
あ
な
た
の
一
票
を

郵
便
等
投
票
制
度
を
ご
存
じ
で
す
か

介
護
保
険
の
被
保
険

者
証

戦
傷
病
者
手
帳

身
体
障
害
者
手
帳

障
が
い
等
の
区
分

要
介
護
状
態
区
分

心
臓
、
じ
ん
臓
、
呼
吸

器
、
ぼ
う
こ
う
、
直
腸
、

小
腸
、
肝
臓

両
下
肢
、
体
幹

免
疫
、
肝
臓

心
臓
、
じ
ん
臓
、
呼
吸

器
、
ぼ
う
こ
う
、
直
腸
、

小
腸

両
下
肢
、
体
幹
、
移
動

機
能 障

が
い
等
の
種
類

要
介
護
５

特
別
項
症
～
第
３
項
症

特
別
項
症
～
第
２
項
症

１
～
３
級

１
級
・
３
級

１
級
・
２
級

障
が
い
等
の
程
度

戦
傷
病
者
手
帳

身
体
障
害
者
手
帳

障
が
い
等
の
区
分

上
肢
、
視
覚

上
肢
、
視
覚

障
が
い
等
の
種
類

特
別
項
症
～
第
２
項
症

１
級 障

が
い
等
の
程
度

︻
相
談
事
例
︼

　

あ
る
日
突
然
、「
以
前
注
文
さ

れ
た
健
康
食
品
を
今
か
ら
お
送
り

し
ま
す
」
と
電
話
が
あ
っ
た
。
全

く
身
に
覚
え
が
な
か
っ
た
の
で
、

「
頼
ん
で
い
な
い
」
と
断
っ
た
が
、

「
注
文
を
受
け
て
い
る
の
で
、
申

し
込
み
を
受
け
た
セ
ー
ル
ス
マ
ン

に
証
拠
を
持
っ
て
行
か
せ
ま
す
か

ら
ね
」
と
脅
さ
れ
た
。
業
者
名
や

電
話
番
号
も
分
か
ら
な
い
。
も
し

商
品
が
届
い
た
ら
ど
う
し
た
ら
よ

い
か
。　
　
　
　
（
80
歳
代
女
性
）

︻
ポ
イ
ン
ト
︼

　

こ
れ
は
、
電
話
勧
誘
で
消
費
者

に
契
約
が
成
立
し
た
か
の
よ
う
に

思
わ
せ
、
商
品
を
一
方
的
に
送
り

つ
け
る
と
い
う
商
法
（
ネ
ガ
テ
ィ

ブ
オ
プ
シ
ョ
ン
）
に
よ
る
も
の
で

す
。

　

こ
の
商
法
は
、商
品
を
受
け
取
っ

た
ら
、
代
金
を
支
払
わ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
消
費
者
に
勘
違
い
さ

せ
る
こ
と
が
狙
い
で
す
。

　

特
に
、
一
人
暮
ら
し
や
日
中
家

に
い
る
こ
と
が
多
い
高
齢
者
を

狙
っ
て
、「
申
し
込
ん
だ
の
だ
か

ら
支
払
え
」
と
高
圧
的
に
承
諾
を

迫
る
な
ど
の
ケ
ー
ス
が
多
く
見
ら

れ
ま
す
。

︻
ア
ド
バ
イ
ス
︼

①�

心
当
た
り
の
な
い
業
者
か
ら
電

話
を
受
け
て
も
、
注
文
し
た
覚

え
が
な
け
れ
ば
、
頼
ん
で
い
な

い
こ
と
を
は
っ
き
り
告
げ
て
、

断
っ
て
く
だ
さ
い
。

②�

購
入
を
承
諾
し
て
い
な
い
の
に

商
品
が
送
ら
れ
て
き
た
と
き
は
、

代
金
の
支
払
い
を
す
る
義
務
は

な
く
、
受
け
取
る
必
要
も
あ
り

ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
そ
の
後
の

ト
ラ
ブ
ル
に
備
え
、
送
り
主
の

名
称
（
業
者
名
）、
住
所
、
電

話
番
号
を
控
え
て
お
き
ま
し
ょ

う
。

③�

電
話
で
勧
誘
さ
れ
、
承
諾
し
て

し
ま
っ
た
場
合
で
も
、
ク
ー
リ

ン
グ
・
オ
フ
が
で
き
ま
す
。
身

に
覚
え
の
な
い
商
品
が
届
い
た

と
き
は
、
情
報
提
供
を
兼
ね
て

最
寄
り
の
消
費
生
活
相
談
窓
口

に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

困
っ
た
と
き
は
次
の
窓
口
へ

県
消
費
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
春
日
部

☎
０
４
８
・
７
３
４
・
０
９
９
９

※
月
～
金
曜
日
９
時
30
分
～
16
時

市
消
費
生
活
相
談
室　

17
ペ
ー
ジ

の
無
料
相
談
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

生
活
安
全
課
市
民
生

活
・
青
少
年
係
（
内
線
２
６
３
３
）

　

  

頼
ん
で
い
な
い
健
康
食
品
が

送
ら
れ
て
く
る
!?　

  

くらしの
110番
情報
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写 真 ニュース写 真 ニュース

　１月16日㈬、久喜総合文化会館で「家族介護講演
会」が開催されました。
　講師の野

の さ か

坂暘
よ う こ

子さんは、夫で作家の野坂昭
あきゆき

如さん
と共に歩んだ夫婦生活を振り返りながら、ご自身の
介護体験談にユーモアを交えて、楽しく語られまし
た。
　参加者からは、「野坂さんの常に前向きな介護生
活の話は参考になりました」との声も聴かれました。

　１月27日㈰、久喜総合文化会館で「久喜市民芸術
祭」が開催されました。
　合奏、合唱、詩吟、舞踊、民謡、演劇など、24団
体が出演し、素晴らしい演奏や踊りに観客から大き
な拍手が送られていました。

家族介護講演会

久喜市民芸術祭

　１月20日㈰から２月２日㈯まで、栗橋地区の商店
街の一画で「第８回街角ギャラリー」が開催されま
した。
　ギャラリーでは、栗橋地区の写真クラブの方々が
撮影した栗橋地区の歴史や美しい自然などの写真が
展示され、訪れた人々は、ゆっくり作品に見入って
いました。

第８回街角ギャラリー

　２月１日㈮、森下公民館で、菖蒲母子愛育会による
「親子で豆まきを楽しみましょう」が行われました。
　参加した親子は、母子保健行政を学ぶために来日
した海外６か国からの研修員の皆さんと一緒に鬼の
お面と豆入れを作りました。特別ゲストの「しょう
ぶパン鬼ー」が登場すると、子どもたちは大喜び！
海外の研修員と一緒に、楽しいひとときを過ごしま
した。

▲鷲宮幼稚園による合奏

▲ミリミリウクレレによる合奏

パン鬼
キ

ーと豆まき
（菖蒲母子愛育会子育て支援事業）
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〜市内小学校のさまざまな活動を紹介します〜⑥

私 た ち の 学 校 自 慢 問合せ　指導課指導係（内線4262）

菖蒲小学校 小林小学校
「瞳かがやく集団活動
の推進」
　国道122号線が学区内
を通る本校の周辺環境は、
近年、大型商業施設等
がオープンするなど、大
きく変化しつつあります。
しかし、140年の伝統が息づく菖蒲っ子魂の素直で
明るい子どもたちでいっぱいの学校です。
　特に異学年による縦割り集団活動が盛んで、毎
月１回実施される「ふれあいタイム」やクリーン活
動など、４集団の高学年児童が企画運営し、低学

年児童の面倒をみながら、
楽しく活動しています。本
年度は、年間の活動をそれ
ぞれ得点化し、３月には最
優秀グループ賞が発表され
ることになっています。

「地域とともに　
～特色ある教育活動～」
　本校は、全校児童109
人です。人数は少ないで
すが、学年を越えてとて
も仲がよいのが自慢です。
　もう一つの大きな自慢は、学校の田んぼ「いな
ほランド」です。毎年、地域の方のご指導のもと「田
植え」「稲刈り」の体験をしています。今年も「い
なほランド」でとれたお米を「小林祭」で地域の方々
と一緒に、おいしくいただきました。
　また、４月７日㈰には小林神社で「水ささら奉納」

があります。当日は、子ど
もたちも参加し、笛・太鼓
を演奏します。ぜひお越し
ください。
　本校は、地域の方々とと
もに心豊かな子を育ててい
ます。

▲みんな仲良く
　　スタンプラリー

▲今年も豊作！地域の方も大活躍

▲４集団で競う運動会 ▲水ささら奉納（小林神社）

　私たちは主に久喜市に在住する福島県出身者で構成
された約70人の団体です。
　多くの人との出会いを大切にして、同じ故郷を持つ
人たち同士が集い、力を合わせて、会員相互の意思疎
通を図ることを目的としています。
　たくさんの方の参加を心からお待ちしています。
活動日時　第２火曜日　19時～21時
活動場所　中央公民館
問 合 せ　武

たけ

井
い

　☎23－0396

埼玉・福島県友会
12いきいきサークル

アイドルアイドルわがやの

岸
きし

　優
ゆう

麿
ま

くん（4歳）（左）
　　愛

あ い り

莉ちゃん（2歳）（右）
（菖蒲町小林）
仲良し兄妹！

徳
とくひさ

久�優
ゆ み

美ちゃん（1歳）（左）
　　�佳

よし

美
み

ちゃん（5か月）（右）
（上内）
仲良し姉妹♡

～善意をありがとうございます～

★保健福祉のために
　岡ゆうじ友の会さん　　　　　��　　金18,579円

愛の泉
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緑
は
、
私
た
ち
に
安
ら
ぎ
を
与

え
、
生
活
に
潤
い
を
も
た
ら
し
、

地
球
温
暖
化
防
止
に
役
立
つ
な
ど

大
切
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　

緑
の
保
存
に
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

◆
緑
の
リ
サ
イ
ク
ル
制
度

　

市
内
の
家
庭
や
事
業
所
な
ど
で

不
要
と
な
る
樹
木（
鉢
植
え
含
む
）

を
登
録
・
紹
介
す
る
こ
と
で
、
樹

木
を
有
効
利
用
し
、
緑
を
保
全
す

る
リ
サ
イ
ク
ル
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
の
で
、
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

◆
譲
り
ま
す

・
ウ
メ
２
ｍ
…
１
本

・
ハ
ナ
ミ
ズ
キ
１
ｍ
…
１
本

※
そ
れ
ぞ
れ
先
着
順
と
な
り
ま

　

す
。

申
込
開
始　

３
月
29
日
㈮　

９
時

申
込
方
法
・
問
合
せ　

電
話
で
、

環
境
課
環
境
企
画
係
（
内
線
２
８

２
３
）
へ

　

（
公
財
）
ス
ポ
ー
ツ
安
全
協
会

で
は
、
平
成
25
年
度
ス
ポ
ー
ツ
安

全
保
険
の
加
入
を
受
け
付
け
て
い

ま
す
。

保
険
期
間　

４
月
１
日
㈪
〜
平
成

26
年
３
月
31
日
㈪

補
償
内
容　

傷
害
保
険
・
賠
償
責

任
保
険
・
突
然
死
葬
祭
費
用
保
険

※ 
加
入
区
分
に
よ
り
補
償
金
額
は

異
な
り
ま
す
。

対
象　

ス
ポ
ー
ツ
活
動
や
文
化
活

動
な
ど
を
行
う
５
人
以
上
の
団
体

対
象
と
な
る
事
故
の
範
囲　

団
体

管
理
下
で
の
活
動
中
（
国
内
）
に

お
け
る
事
故
な
ど

掛
金
（
年
額
）　

８
０
０
円
〜
１

万
１
０
０
０
円

※
活
動
内
容
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。

加
入
依
頼
書
配
布
場
所　

生
涯
学

習
課
、
菖
蒲
温
水
プ
ー
ル
（
ア
ク

レ
）
、
栗
橋
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン

タ
ー
、
鷲
宮
温
水
プ
ー
ル
ほ
か

申
込
方
法　

郵
便
局
窓
口
で
掛
け

金
を
払
い
込
み
後
、
払
込
受
付
証

明
書
を
貼
付
し
た
加
入
依
頼
書
を

同
協
会
埼
玉
県
支
部
に
郵
送
し
て

く
だ
さ
い
。

そ
の
他　

詳
細
は
加
入
依
頼
書
と

一
緒
に
配
布
し
て
い
る
「
ス
ポ
ー

ツ
安
全
保
険
の
し
お
り
」
「
あ
ら

ま
し
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

保
険
内
容
…
（
公
財
）

同
協
会
埼
玉
県
支
部　

☎
０
４
８
・

７
７
９
・
９
５
８
０
／
配
布
場
所

…
生
涯
学
習
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係

（
内
線
４
２
９
０
）

日
時　

３
月
24
日
㈰　

10
時
〜
14
時

※
昼
食
は
用
意
し
ま
す
。

場
所　

吉
羽
公
園

※
雨
天
の
場
合
は
太
田
集
会
所

内
容　

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
と
一
緒

に
ゲ
ー
ム
や
工
作
等
を
体
験
す
る

※ 

入
隊
説
明
会
も
随
時
開
催
し
て

い
ま
す
。

対
象　

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
や
野
外

活
動
等
に
興
味
が
あ
る
方
（
年
齢

不
問
）

費
用　

無
料

申
込
み　

不
要

問
合
せ　

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
久
喜

団　

高た
か
ぎ木　

☎
22
・
８
０
０
０

　

秘
密
基
地
づ
く
り
や
、
ロ
ー
プ

や
段
ボ
ー
ル
、
シ
ャ
ベ
ル
を
使
っ

た
遊
び
を
通
じ
て
、
子
ど
も
の

「
や
り
た
い
！
」
と
い
う
気
持
ち

を
大
切
に
し
な
が
ら
、
み
ん
な
で

つ
く
る
遊
び
場
で
す
。

　

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日
時　

３
月
24
日
㈰　

10
時
〜
15
時

※
雨
天
中
止

場
所　

久
喜
菖
蒲
公
園
芝
生
広
場

費
用　

無
料

※ 

詳
し
く
は
、
同
公
園
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（http://w

w
w
.nem

-

　

 shiteikanri.jp/shisetsu/
kuki/

）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

久
喜
市
に
冒
険
遊
び
場

を
つ
く
る
会
（
く
き
ぼ
ー
）　

荒あ
ら

井い　

☎
０
９
０
・
８
０
２
１
・
５

５
２
０

　

ス
ト
レ
ッ
チ
や
音
楽
に
合
わ
せ

た
簡
単
な
楽
し
い
リ
ズ
ム
体
操
を

一
緒
に
や
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
程　

①
４
月
４
日
㈭
・
11
日
㈭

②
４
月
５
日
㈮
・
12
日
㈮　

各
10

時
15
分
〜
11
時
45
分

場
所　

①
鷲
宮
西
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
（
お
お
と
り
）　

②
鷲

宮
東
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

（
さ
く
ら
）

対
象　

ど
な
た
で
も

費
用　

無
料

持
物　

上
履
き
、
運
動
の
で
き
る

服
装
、
タ
オ
ル
、
飲
み
物

申
込
み
・
問
合
せ　

健
康
リ
ズ
ム

体
操
連
盟　

①
小お

ま
た俣　

☎
58
・
４

５
４
３　

②
山や

ま
が
み上　

☎
58
・
３
４

５
１

平
成
25
年
度
ス
ポ
ー
ツ

安
全
保
険
の
ご
案
内

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト

１
日
体
験

健
康
リ
ズ
ム
体
操

初
心
者
講
習
会

久
喜
菖
蒲
公
園

１
日
冒
険
遊
び
場

お知らせお知らせお知らせお知らせお知らせお知らせお知らせお知らせお知らせお知らせお知らせお知らせお知らせお知らせお知らせお知らせお知らせお知らせお知らせお知らせお知らせお知らせお知らせお知らせお知らせお知らせお知らせお知らせお知らせお知らせお知らせお知らせお知らせお知らせお知らせお知らせお知らせお知らせお知らせお知らせお知らせお知らせお知らせお知らせお知らせお知らせお知らせお知らせお知らせお知らせお知らせお知らせお知らせお知らせお知らせお知らせお知らせお知らせお知らせお知らせお知らせお知らせお知らせお知らせお知らせお知らせお知らせお知らせお知らせお知らせお知らせお知らせお知らせお知らせお知らせお知らせお知らせお知らせ
久 喜 市 役 所 ☎22－1111
菖蒲総合支所 ☎85－1111
栗橋総合支所 ☎53－1111
鷲宮総合支所 ☎58－1111

お
知
ら
せ

緑
の
保
存
を
支
援
し
ま
す

催
し
・
講
座
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日
程　

４
月
〜
７
月

※
各
教
室
45
分
〜
１
時
間
程
度

　

全
10
回

場
所　

菖
蒲
温
水
プ
ー
ル
（
ア
ク

レ
）

定
員　

②
⑤
⑥
⑦
⑧
⑨
⑩　

各
10

人
／
①
③
④　

各
15
人
（
い
ず
れ

も
超
え
た
場
合
抽
選
）

※
市
内
在
住
者
優
先

費
用　

３
０
０
０
円

※
別
途
、
入
場
料
が
必
要
で
す
。

申
込
期
限　

３
月
20
日
㈷

申
込
方
法
・
問
合
せ　

申
込
書（
菖

蒲
温
水
プ
ー
ル
で
配
布
）
に
必
要

事
項
を
明
記
の
上
、
直
接
、
同

プ
ー
ル
（
☎
87
・
２
６
１
６
）
へ

※ 

参
加
者
が
②
⑤
⑥
⑦
⑧
⑨
⑩
は

そ
れ
ぞ
れ
６
人
に
、
①
③
④
は

そ
れ
ぞ
れ
８
人
に
満
た
な
い
場

合
は
中
止
し
ま
す
。

日
時　

３
月
26
日
㈫　

受
け
付
け

18
時
30
分
／
19
時
〜
21
時

場
所　

中
央
公
民
館
１
階
大
集
会
室

内
容　

音
楽
に
合
わ
せ
て
、
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
ダ
ン
ス
を
踊
る

定
員　

50
人
程
度
（
当
日
会
場
先

着
順
）

費
用　

５
０
０
円

問
合
せ　

久
喜
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
ダ
ン
ス
研
究
会　

鈴す
ず
き木　

☎
22
・

０
０
２
０

日
時　

３
月
28
日
㈭　

受
け
付
け

16
時
30
分
／
17
時
〜
18
時
30
分

（
予
定
）

※
予
備
日
４
月
４
日
㈭

場
所　

青
葉
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

講
師　

庄し
ょ
う

司じ

充み
つ

子こ

さ
ん
（
日
本
体

育
協
会
公
認
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
指
導

員
）
ほ
か

対
象　

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
初
心
者
の

小
学
２
〜
６
年
生

定
員　

20
人
（
申
込
順
）

費
用　

無
料

持
物　

タ
オ
ル
、
飲
み
物
、
運
動

の
で
き
る
服
装
、
テ
ニ
ス
シ
ュ
ー

ズ
（
お
持
ち
の
方
）

※ 

ラ
ケ
ッ
ト
、
ボ
ー
ル
等
は
用
意

し
ま
す
。

申
込
期
間　

３
月
11
日
㈪
〜
25
日
㈪

申
込
方
法
・
問
合
せ　

電
話
ま
た

は
Ｅ
メ
ー
ル
（
住
所
・
氏ふ

り

名が
な

・
電

話
番
号
を
明
記
）
で
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
ス
ポ
ー
ツ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
久
喜

東　

松ま
つ
し
ま島
（
☎
０
９
０
・
９
３
０

０
・
８
５
９
０　

土
・
日
曜
日
、

祝
日
を
除
く
10
時
〜
16
時
／
Ｅ

メ
ー
ルsportskh@
qb3.so-net.

ne.jp

）
へ

※ 

こ
の
事
業
は
平
成
25
年
度
ス

　

 

ポ
ー
ツ
振
興
く
じ
の
助
成
を
受

け
て
行
い
ま
す
。

―
菖
蒲
保
健
セ
ン
タ
ー
―

☎
85
・
７
０
２
１

◆
３
Ｂ
体
操
（
前
期
コ
ー
ス
）

　

３
Ｂ
体
操
は
、ボ
ー
ル
や
チ
ュ
ー

ブ
を
使
い
、
音
楽
に
合
わ
せ
て
リ

ズ
ミ
カ
ル
に
体
を
動
か
す
体
操
で

す
。
「
運
動
が
苦
手
で
も
楽
し
く

続
け
ら
れ
る
」
と
好
評
で
す
！

日
程　

４
月
〜
９
月　

月
２
回

各
木
曜
日　

10
時
〜
11
時
30
分

※
初
回
は
４
月
４
日
㈭

場
所　

農
業
者
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ

ン
タ
ー

対
象　

市
内
在
住
者

定
員　

20
人
（
申
込
順
）

※ 

定
員
を
超
え
た
場
合
は
、
今
年

度
３
Ｂ
体
操
（
後
期
コ
ー
ス
）

に
参
加
し
て
い
な
い
方
を
優
先

※ 

申
し
込
み
は
１
件
に
つ
き
、
２

人
ま
で

費
用　

無
料

持
物　

運
動
の
で
き
る
服
装
、
室

内
用
の
運
動
靴
、
飲
み
物
、
ス
ト

レ
ッ
チ
用
の
敷
物

申
込
期
間　

３
月
12
日
㈫
〜
25
日
㈪

申
込
方
法　

直
接
ま
た
は
電
話
で
、

菖
蒲
保
健
セ
ン
タ
ー
へ

◆
健
康
相
談

日
時　

３
月
13
日
㈬　

13
時
30
分

〜
15
時

内
容　

保
健
師
に
よ
る
血
圧
測
定
・

尿
検
査
、
健
康
相
談

◆
健
康
体
操

日
時　

３
月
19
日
㈫　

13
時
〜
14
時

内
容　

「
サ
プ
ナ
21
健
康
体
操
久

喜
」
に
よ
る
健
康
体
操

◆
パ
ド
ル
健
康
体
操

日
時　

３
月
27
日
㈬　

10
時
〜
11
時

内
容　

パ
ド
ル
と
い
う
道
具
を
使
っ

た
健
康
体
操

講
師　

小こ
ば
や
し林
靖や

す
こ子
さ
ん

―
中
央
図
書
館
―☎

21
・
０
１
１
４

◆
名
作
映
画
会

日
時　

３
月
16
日
㈯　

13
時
30
分

内
容　
「
黄
色
い
リ
ボ
ン
」
１
０

４
分

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

ダ
ン
ス
講
習
会

ジ
ュ
ニ
ア
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

体
験
教
室

水
泳
教
室

教　

室

開
始
時
間

月曜日
①
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
グ

　

ロ
ー
ブ
体
操
Ａ

13
時
10
分

② 

上
級
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
14
時
30
分

③ 

パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
グ

ロ
ー
ブ
体
操
Ｂ

18
時
45
分

木曜日
④ 

脂
肪
燃
焼
ア
ク
ア

ダ
ン
ス

13
時
10
分

⑤
初
級
平
泳
ぎ

14
時
30
分

金曜日
⑥
息
継
ぎ

13
時
15
分

⑦
初
級
背
泳
ぎ

14
時
30
分

⑧
初
級
バ
タ
フ
ラ
イ
18
時
30
分

土曜日
⑨
は
じ
め
て
ジ
ュニ
ア
13
時
15
分

⑩
中
級
平
泳
ぎ
・
バ

　

タ
フ
ラ
イ

14
時
30
分

公
共
施
設
の
催
し

保
健
セ
ン
タ
ー

い
き
い
き
温
泉
久
喜

☎
22
・
７
９
３
３

市
立
図
書
館
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● 無　料　相　談

交通事故発生状況　１月

人　身　事　故 物損事故

件数 死者数 重傷者数 軽傷者数 件数

50 0 4 58 372

※上記は速報数値のため後日変更になる場合があります。

火災・救急統計速報　１月

建　物 9 急　病 386

車両・船舶 0 交　通 63

その他 5 その他 188

火災件数 14 救急件数 637

内　　　容 日　　　時 場　　　所 申込み・問合せ

人権相談・女性相談
【要予約】前日まで

３月21日㈭
13時～15時

農業者トレーニングセンター
後継者対策室、和室

菖蒲総合支所総務管理課
☎85－1111（内線215）

３月21日㈭
13時30分～15時30分

栗橋文化会館２階
会議室１･２

栗橋総合支所総務管理課
☎53－1111（内線322）

３月25日㈪
10時～12時

鷲宮総合支所４階
405会議室

鷲宮総合支所総務管理課
☎58－1111（内線318）

４月10日㈬
13時15分～16時15分

久喜総合文化会館
会議室、研修室１・２

人権推進課人権推進係
（内線2321）

女性の悩み
（カウンセリング）相談
【要予約】１か月前から

３月15日㈮
13時～17時 市役所４階

相談室３
人権推進課男女共同参画係
（内線2322）４月５日㈮

13時～17時

法律相談
【要予約】１か月前から
（１か月前が土・日曜日、
祝日にあたる場合は翌日の
平日８時30分から）

４月10日㈬
13時30分～16時30分

鷲宮総合支所４階
406会議室

生活安全課
市民生活・青少年係
（内線2633）

４月22日㈪
13時30分～16時30分

市役所１階
相談室１･２

栗橋総合支所２階
第１・２会議室

５月１日㈬
13時30分～16時30分

菖蒲総合支所４階
第３集会室

５月８日㈬
13時30分～16時30分

市役所１階
相談室１・２

行政相談
（国の事務に関すること）

３月19日㈫
９時30分～12時

栗橋総合支所２階
第１・２会議室

生活安全課
市民生活・青少年係
（内線2633）

鷲宮総合支所４階
405会議室

３月19日㈫
13時30分～16時

市役所１階
相談室１

菖蒲総合支所４階
第３集会室

消費生活相談 毎週月～金曜日（祝日を除く）
10時～12時／13時～16時

市役所３階
消費生活相談室

消費生活相談室　☎22－3925
※相談時間外は、生活安全課
　市民生活・青少年係（内線
　2633）特設消費生活相談 ３月22日㈮

10時～12時／13時～16時
鷲宮総合支所４階
405会議室

年金相談
【要予約】

３月19日㈫
９時～12時／13時～15時

鷲宮総合支所４階
406会議室

鷲宮総合支所市民課
☎58－1111（内線126）

住宅耐震相談
（木造２階建て以下に限る）

毎週月～金曜日（祝日を除く）
９時～12時／13時～17時

市役所２階
開発建築課

開発建築課建築指導係
（内線3766）

内職相談 毎週火・金曜日（祝日を除く）
10時～12時／13時～16時

市役所１階
相談室１･２

商工観光課商工労働係
（内線2881）

家庭児童相談 毎週月～金曜日（祝日を除く）
９時～16時

市役所１階子育て支援課
※電話相談可

子育て支援課子育て支援係
（内線3283）

子育て相談 毎週月～金曜日（祝日を除く）
９時～16時30分

地域子育て支援センター
ぽかぽか／くぷる／すまいる

※電話相談可

地域子育て支援センター
ぽかぽか　☎21－8596
くぷる　　☎55－1147
すまいる　☎59－7510　

児童相談 毎週月～金曜日（祝日・休館日を
除く）９時～16時

児童センター／鷲宮児童館
※電話相談可

児童センター　☎21－8181
鷲宮児童館　　☎58－7054

育児相談 毎週月～金曜日（祝日を除く）
９時～16時

各市立保育園
※電話相談可 各市立保育園

手
こ
の
マ
ー
ク
の
記
載
が
あ
る
事
業
は
、
手
話
通
訳
者
の
派
遣
が
可
能
な
事
業
で
す
。
派
遣
を
希
望
す
る
方
は
各
事
業
実
施
日
の
10
日
前
ま
で
に
、
事
業
等
の
担
当
課
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
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あなたの“気付き”が“生きること”の支援の一歩です
～３月は「自殺対策強化月間」です～

　内閣府のまとめでは全国での自殺者数は、昨年１年間で27,766人と平成９年以来、15年ぶりに３万
人を下回り、埼玉県では1,549人でおととしより360人の減少となりました。しかし、今でも県内で１
日に約４人の方が自殺により亡くなられています。
　春は、１年の中で最も自殺者が多い季節です。進学、就職、転勤など大きな環境の変化によるスト
レスが影響していると言われています。

　 様子が “いつもと違う”と感じたら…
　　　　　　　 まずは「声掛け」から始めませんか
　自殺を考えている人は「死にたい」という気持ちと、「生きたい」という気持ちとの間で揺れ動い
ています。
　家族や職場の同僚など身近な人は、何らかのサインに早く気付くことのできる大切な存在です。も
しも、サインに気付いたら、まずはやさしく声を掛けてみましょう。そして次のような行動を心掛け
てみてください。
◦本人の気持ちを尊重し耳を傾ける
◦早めに医療機関などの専門家への相談を勧める
◦温かく寄り添い見守る
問合せ　健康医療課健康企画係（内線3422）

　ストレス度・落ちこみ度などをチェック！
メンタルヘルスチェックシステム

「こころの体温計」
　最近、眠れない、いつもイライ
ラする…。
　そんな心のストレス度や落ちこ
み度が「こころの体温計」で簡単
にチェックできます。

　パソコンをお持ちの方は市ホームページまたは次
のアドレスhttps://fi�shbowlindex.jp/
kuki/からご利用いただけます。
　ＱＲコード対応の携帯電話は右の
ＱＲコードからアクセスできます。

問合せ　健康医療課健康企画係（内線3422）

診療科目　内科・小児科
受付時間　診療開始30分前から終了30分前まで
所 在 地　本町５－10－47（中央保健センター併設）
※お問い合わせは診療時間内にお願いします。

● 久喜・白岡休日夜間急患診療所

診療日 診療時間

３月３日㈰・10日㈰・17日㈰・
24日㈰・31日㈰
４月７日㈰

19時～22時

３月20日㈷ 14時～17時／19時～22時

小児救急電話相談 ＃8000
  ＊ダイヤル回線・IP電話は　☎048－833－7911
休日や夜間の子どもの急病時の対処方法等の相談が受けられます。

月～土曜日：19時～翌朝７時
日曜日・祝日・年末年始：９時～翌朝７時

埼玉県救急医療情報センター県民案内電話
048-824-4199（24時間対応）

県民の皆さんからの電話に応じて、ご要望に近い医療機関
を案内しています。（歯科・精神科案内と医療相談は除く）

☎＆■FAX   21－9090

暮らしとこころの総合相談会（3月）
◆ 多重債務・生活・失業相談、こころの健康

相談
日時　�毎週木曜日　15時～19時（祝日・３月

28日を除く）
場所　�Ｊ

ジ ャ ッ ク

ＡＣＫ大宮５階集会室（大宮駅西口徒
歩１分／さいたま市大宮区錦町682－2）

対象　県内在住の方
費用　無料　　
※予約優先（当日相談も可）
事前予約受付期間　３月１日㈮～21日㈭の月
～金曜日（20日㈷を除く）　
事前予約・問合せ　暮らしとこころの総合相
談会事務局　☎048－782－4675（月～金曜日
（祝日を除く）10時～17時）
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　各保健センターで行う事業は、原則としてその地区の住民の方の参加・受診が主になります。ほかの地区で受診
や参加を希望される場合は各保健センターへお問い合わせください。
　また、乳幼児の発育発達（運動面、言語面）について、医師、理学療法士、言語聴覚士による個別相談を実施し
ています。日程等については、各保健センターへお問い合わせください。

●健康コーナー 中央保健センター☎21－5354／菖蒲保健センター☎85－7021
栗橋保健センター☎52－5577／鷲宮保健センター☎58－8521

保健センターの保健事業　３月10日㈰～４月10日㈬（３月１日～９日は広報くき２月１日号に掲載）

手 手
こ
の
マ
ー
ク
の
記
載
が
あ
る
事
業
は
、
手
話
通
訳
者
の
派
遣
が
可
能
な
事
業
で
す
。
派
遣
を
希
望
す
る
方
は
各
事
業
実
施
日
の
10
日
前
ま
で
に
、
事
業
等
の
担
当
課
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

事業名 実施日時等 対象者等

中
央
保
健
セ
ン
タ
ー

１歳６か月児健康診査 ３月18日㈪　受付：13時～13時45分 平成23年９月生まれ

３歳児健康診査 ３月11日㈪　受付：13時～13時45分 平成21年11月生まれ

むし歯予防教室【要予約】 ３月14日㈭　受付：９時～10時10分 平成22年９月～12月生まれ

ママ・パパ教室【要予約】 ４月９日㈫ 出産予定日が平成25年８月～９月の妊婦とその家族

成人健康相談【要予約】 毎週月～金曜日（祝日を除く）９時～16時 市内在住者　

食生活相談【要予約】 毎週月～金曜日（祝日を除く）９時～16時 市内在住者　

不登校・ひきこもり家族の
つどい

４月８日㈪　14時～16時
場所：中央公民館

登校拒否・不登校・ひきこもりで悩んでいる方とそ
の家族

菖
蒲
保
健
セ
ン
タ
ー

10か月児健康診査 ３月18日㈪　受付：12時30分～12時50分 平成24年４月～５月生まれ

１歳６か月児健康診査 ３月13日㈬　受付：12時30分～12時50分 平成23年７月～８月生まれ

３歳児健康診査 ４月10日㈬　受付：12時30分～12時50分 平成21年11月～12月生まれ

乳幼児健康相談 ４月８日㈪　受付：13時30分～15時

成人健康相談【要予約】 毎週月～金曜日（祝日を除く）９時～16時 市内在住者

栗
橋
保
健
セ
ン
タ
ー

４か月児健康診査 ３月19日㈫　受付：13時～13時30分 平成24年11月生まれ

１歳６か月児健康診査 ４月９日㈫　受付：12時50分～13時30分 平成23年９月生まれ

３歳児健康診査 ３月26日㈫　受付：13時～13時30分 平成21年11月生まれ

乳幼児健康相談 ３月18日㈪、４月８日㈪
受付：９時30分～11時

多胎児のつどい（双子・三
つ子の保護者のつどい）

３月13日㈬　10時30分～11時30分
場所：栗橋地域子育て支援センター
　　　（くぷる内）

双子・三つ子の保護者

離乳食のすすめ方教室
【要予約】 ３月15日㈮　10時～11時30分 ５～７か月児の保護者

成人健康相談【要予約】 毎週月～金曜日（祝日を除く）９時～16時 市内在住者

ダンベル体操��������������������� ３月21日㈭　①９時30分～10時30分　　　　　　②10時40分～11時40分 市内在住者

ウオーキング体操 ４月４日㈭　①９時30分～10時30分　　　　　　②10時40分～11時40分 市内在住者

わかちあいるーむ（精神障
がい者の家族のつどい） ３月21日㈭　13時30分～15時30分 精神障がい者とその家族

鷲
宮
保
健
セ
ン
タ
ー

４か月児健康診査 ３月15日㈮　受付：13時～13時45分 平成24年11月生まれ

10か月児健康診査 ３月14日㈭　受付：13時～13時45分 平成24年５月生まれ

乳幼児健康相談 ３月19日㈫　受付：13時～14時

成人健康相談【要予約】 毎週月～金曜日（祝日を除く）９時～16時 市内在住者

食生活相談【要予約】 ３月11日㈪　９時～12時 市内在住者
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この広報紙は60,200部作成し、１部当たり15円（うち広告料収入を除いた市負担は１部13円）です。
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　市とＮＨＫさいたま放送局では、新「久喜市」の合併３周年を記念して「ごきげん歌謡笑劇団」の
公開収録を行います。観覧希望の方は、次の要領でお申し込みください。

　　　　コロッケ　　　　　　瀬口侑希　　　　　  五木ひろし　　　　　　北島三郎　　　　　　天童よしみ　

日時　５月１日㈬　開場17時30分／開演18時15分～終演21時（いずれも予定）
場所　久喜総合文化会館大ホール
出演　【司会】コロッケ

【出演】瀬
せ ぐ ち

口侑
ゆう

希
き

【ゲスト】五
い つ き

木ひろし、北
きた じ ま

島三
さぶ ろ う

郎、天
てん ど う

童よしみ  ほか（50音順）
定員　約1,000人（超えた場合抽選）
費用 　 無料（ただし、入場整理券が必要です。入場整理券１枚で

１歳以上の子どもを含む２人まで入場できます。）
申込期限　４月３日㈬　必着
申込方法　郵便往復はがき（私製はがきは不可）の往信用うら面
　　　 に、郵便番号・住所・氏名・電話番号を記入し、返信用お

もて面に、郵便番号・住所・氏名を記入の上、〒346－8501
久喜市役所企画政策課「ごきげん歌謡笑劇団」係へ

　　　※市役所の所在地は記入不要です。
その他 　観覧申し込みの際にいただいた個人情報は、抽選結果の

連絡に使用するほか、ＮＨＫ受信料のお願いや番組・イベ
ントのご案内に使用させていただくことがあります。

　　　 　また、インターネットオークション等での売買を目的と
したお申し込みは固くお断りします。

　　　 　なお、売買を目的としたお申し込みであると判明した場
合は、抽選対象外とさせていただきます。

問合せ 　企画政策課企画政策係（内線2283）／ＮＨＫさいたま放
送局　☎048－833－2041〔月～金曜日（祝日を除く）９時
30分～18時〕

友
だ
ち
の　

や
さ
し
い
心
を　

キ
ャ
ッ
チ
し
よ
う　
　
　

久
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り

田た　

彩あ
や

音ね

人
権
標
語

 ■久喜市役所（本庁舎）
　〒346-8501 下早見85-3 ☎ 0480－22－1111（代表）／■℻   0480－22－3319
 ■菖蒲総合支所
　〒346-0192 菖蒲町新堀38 ☎ 0480－85－1111（代表）／■℻   0480－85－1806
 ■栗橋総合支所
　〒349-1192 間鎌251-1 ☎ 0480－53－1111（代表）／■℻   0480－52－6027
 ■鷲宮総合支所
　〒340-0295 鷲宮6丁目1-1 ☎ 0480－58－1111（代表）／■℻   0480－58－2020

久喜市の人口
２月１日現在 　　

（　）内は前月比　　　

人　口 155,998人　（－75）
男　 78,023人　（－42）
女　 77,975人　（－33）
世帯数 61,586世帯（＋17）
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（返信おもて） （往信うら）

（往信おもて） （返信うら）




